
 

 

令和５年５月１日  

 

保護者各位 

 

肝付町教育委員会教育長  

 

 

学校の規模に関する保護者アンケートの実施について（お願い） 

 

 

平素より教育・文化・スポーツの振興にご尽力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、全国的な少子化傾向の中、町内の小・中・義務教育学校（以下「学校」という。）

に通う児童生徒の数も今後減少していくことが予想されるため、今年度、肝付町教育委員

会（以下「町」という。）では、保護者や地域住民の皆さんのご意見などを参考にしながら、

今後の学校の在り方を検討したいと考えております。 

検討に当たり、現在学校に通う又は今後通う予定のお子さんをお持ちの保護者の皆さん

を対象とした、学校の規模に関するアンケート（以下「アンケート」という。）を実施する

ことといたしました。 

保護者の皆さんにアンケートにご回答いただくに際して、学校の規模が小さい又は今後

小さくなっていくことで想定される課題などをまとめた資料「別紙１（小・中・義務教育

学校の小規模化に伴う課題等について）」を添付いたしておりますので、お手数ですが、ま

ず、その内容（別紙１）をご確認の上、下記に従い、アンケートにご協力くださいますよ

うお願いいたします。 

 

 

記 

 

１．回答方法（回答期限を含む。） 

（１）まず、「別紙１（小・中・義務教育学校の小規模化に伴う課題等について）」の内容

をご確認ください。 

（２）次に、「別紙２（回答方法について）」に記載のＱＲコード又はＵＲＬからフォーム

にアクセスし、アンケートにご回答ください。 

（３）なお、期限は令和５年５月３１日（水）までとし、アンケートへのご回答は１家族

１回限りとさせていただきます。 

 

２．その他 

（１）今後、中学校区ごとに保護者や地域住民の皆さんから直接ご意見をお伺いする機会

を設ける予定です。今回のアンケート結果につきましては、その際にご説明させてい

ただく予定です。 

（２）ご回答いただいた内容は利用目的のみに使用し、第三者に提供することはございま

せんので、ご安心ください。 

 

 

 

 
【本件担当】 

教育委員会 教育総務課 

電話 0994－65－8425 



 

 

別紙１ 

小・中・義務教育学校の小規模化に伴う課題等について 
 

１ 現状について 

○ これまで１００名を超えていた町内にある小学校※１の新１年生の数は、令和６年度

入学予定者を皮切りに、９０名を切ることが予想されます。（下表参照） 

※１ 義務教育学校の各課程を含みます。 
 

下表：今後小学校※１に入学予定の子供の数（令和５年４月１８日現在） 

学年 就学前 小１ 小２ 小３ 

年齢 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 

内之浦校区 ６ ６ ５ ４ ４ ６ ６ ６ １１ 

岸 良 校 区 ０ ２ ０ １ ０ ２ ２ ３ ０ 

国 見 校 区 １ ０ ４ ５ ０ ４ ７ １２ １０ 

高 山 校 区 ６２ ４４ ５９ ５８ ５８ ６８ ７１ ７１ ８０ 

波 野 校 区 ０ １ ３ ３ ２ １ ２ ２ ４ 

宮 富 校 区 ４ ６ １５ ９ １２ ８ １８ ９ ８ 

計 ７３ ５９ ８６ ８０ ７６ ８９ １０６ １０３ １１３ 
 

 ○ 児童数の減少により、今後も、規模の小さい小学校※１では、一人の教師が２つの学

年を行き来して指導を行う複式学級※２の増加が予想されます。 
※２ 隣り合う又は学年が欠けた場合は離れた２つの学年の児童生徒の数の合計が１６人又は小学 

校１年生を含む場合と中学校は８人に満たない場合に一つのクラスとして編制されます。 
 

 ○ 生徒数の減少により、今後も、規模の小さい中学校※１では、部活動として、集団で

行う競技（例：バレーボールなど）を行うことは難しい状況が続くことが予想されま

す。 
 

２ 課題について 

〇 例えば、友達との関係性が悪くなった際に、クラス替えで対応できる場合があるこ

とから、同じ学年の児童生徒で編制したクラス※３が一つの学年に２～３クラスあるこ

とが望ましいとされています。 
※３ １クラスあたり３５～４０人が編制の基準となっています。 

 

〇 少人数のクラスでは、きめ細かな指導や支援を行うことができる一方で、例えば、体

育科の球技や音楽科の合唱・合奏のような集団学習は、教師が指導方法を工夫しても

実施が難しい場合があります。 
 

〇 複式学級※２は、一人の教師が２つの学年を行き来して指導を行うことから、教師か

ら直接指導を受ける時間がその分少なくなります。 
 

 ○ 規模の小さい学校では、参加したい部活動が無いなど、児童生徒の様々な活動に制

約が生じる可能性があります。 
 

〇 学校は、社会性やコミュニケーション能力などを育てる役割も担っていますが、一

般的に、規模の小さい学校でこれらを身に付けることは難しいと言われています。 
 

 ○ 規模の小さい学校では、ＰＴＡ活動や愛校作業など、保護者の負担が増えることも

想定されます。 

 



 

 

別紙２ 

回答方法について 
 

（１）まず、「別紙１（小・中・義務教育学校の小規模化に伴う課題等について）」の内容

をご確認ください。 

 

（２）次に、「別紙２（回答方法について）」に記載のＱＲコード又はＵＲＬからフォーム

にアクセスし、アンケートにご回答ください。 

 

（３）なお、期限は令和５年５月３１日（水）までとし、アンケートへのご回答は１家族

１回限りとさせていただきます。 

 

 
 

（４）今後、中学校区ごとに保護者や地域住民の皆さんから直接ご意見をお伺いする機会

を設ける予定です。今回のアンケート結果につきましては、その際にご説明させてい

ただく予定です。 

 

（５）ご回答いただいた内容は利用目的のみに使用し、第三者に提供することはございま

せんので、ご安心ください。 

 

（６）ＱＲコード又はＵＲＬからフォームにアクセスの上、ご回答いただくアンケートの

内容は次のとおりです。 

 

 

 

 

【参考】学校の規模に関する保護者アンケート 
 

 

メールアドレス 
 

（１）お手数ですが、有効なメールアドレスを記入してください。 

（２）アンケート終了後に、回答のコピーを送信することができます。 

 

                                               

 

https://forms.gle/hxbvVqPLcfGCXcDD8 



 

 

 

お住まいの校区を教えてください。 
 

（１）いずれかを一つ選択してください。 

（２）校区が分からない場合は、お手数ですが、お届けした依頼文書に添付の「別紙３（肝付町立小学校、

中学校及び義務教育学校の通学区域）」をご確認ください。 

（３）現在、宮富校区から高山中学校に通うお子さんをお持ちの方（保護者）は「宮富校区」を選択して

ください。 

 

・ 内之浦校区  ・ 岸良校区  ・ 国見校区  ・ 高山校区  ・ 波野校区 

・ 宮富校区 
 

お子さんの就園・就学状況を教えてください。 
 

（１）いずれかを一つ選択してください。 

（２）「現在、認定こども園又は保育園、学校に通うお子さん」と「まだ、認定こども園及び保育園、学校

のいずれにも通っていないお子さん」をいずれもお持ちの方（保護者）は、一つ目の「認定こども園

又は保育園、学校のいずれかに通っている。」を選択してください。 

 

・ 現在、認定こども園又は保育園、学校のいずれかに通っている。 

・ まだ、認定こども園及び保育園、学校のいずれにも通っていない。 
 

ご回答いただいている方（保護者）の年代を教えてください。 
 

いずれかを一つ選択してください。 

 

・ ～２０歳代  ・ ３０歳代   ・ ４０歳代  ・ ５０歳代 

・ ６０歳代～ 
 

（問１） 

学校の規模が小さい又は今後小さくなっていくことに不安を感じたことはありません

か？ 

 
いずれかを一つ選択してください。 

 

・ ある。（「問２−１」へ） 

・ ない。（「問３−１」へ） 

・ 分からない。（「問３−１」へ） 
 

（問２−１） 

（問１）で「ある。」にご回答された方にお聞きします。それは、どのような不安ですか？ 
 

最も近いものを一つ選択してください。 

 

・ 子どもが友達と関係が悪くなった際、クラスで一人になってしまうのではないか。 

・ 子どもが参加したい部活動がないなど、様々な活動に制約が生じるのではないか。 

・ 子どもが進学等の際に、大きな集団への適応に困難を来すのではないか。 

・ ＰＴＡ活動や愛校作業など、保護者の負担が増えるのではないか。 

・ その他（「問２−２」へ） 
 



 

 

 

 

（問２−２） 

（問２−１）で「その他」にご回答された方にお聞きします。お手数ですが、その内容を

具体的に記入してください。 

 

                                               

                                                          
 

（問３−１） 

アンケートや意見交換の結果などを踏まえ、町が今後の学校の在り方（例：通学区域の

見直しや学校の統合など）を検討することについて、どう思いますか？ 
 

最も近いものを一つ選択してください。 

 

・ 教育環境を良くするためであれば、進めてほしい。 

・ 通学手段（例：スクールバスの運行など）が確保されるのであれば、進めてほしい。 

・ 大きな集団への適応に不安を感じるので、止めてほしい。 

・ 地域が寂れてしまうので、止めてほしい。 

・ その他（「問３−２」へ） 
 

（問３−２） 

（問３−１）で「その他」にご回答された方にお聞きします。お手数ですが、その内容を

具体的に記入してください。 
 

                                               

                                                          
 

ご協力ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

別紙３ 

 

肝付町立小学校、中学校及び義務教育学校の通学区域 
 

校区名 区 域 

 

内之浦校区 

 

小串・樫脇・天神・枦木・平牟田・津房・坂元・馬込・赤木屋・江平・

新地・乙田・上建・下建・上町・仲町・下町・浜崎・上向・川路・大平

見・侍金・小田・小野・津代・宮原 

 

 

岸良校区 

 

川口・港・東・本地・浜・下西・上西・大原・姫門・船間・辺塚・大浦 

 

 

国見校区 

 

協和・谷山迫・笹ケ尾・鳥越・大窪・永野・後田西山下・後田東山下・

染木・白坂・中原・瀬戸宇治・本城下・本城中・本城上・寺之上・石之

脇・岩屋・片野・折生野 

 

 

高山校区 

 

池之園・下之門・東横間・西横間・花牟礼・東迫・東丸岡・西丸岡・小

牧・博労町・本町・中町・新町・西新町・八幡馬場・寺町・五社馬場・

中馬場・中麓・西麓・神之市・長珠庵・中村園・下永山・三反・下住

下・菅原・下住上・福留町・西之宮・新生町・赤池・栄町・坂中・下西

方・上西方・旭が丘・長能寺・大脇・上大脇・上之馬場（１・２・３・

４区）・西が丘・上之原・稲村・中村・岩崎・論地・寺町ヶ丘 

 

 

波野校区 

 

 

飯ケ谷・有明山下・仮屋・西仮屋・一ツ松・柳井谷・浦町・波見下・

轟・荒瀬・平後園・和田・東大園・西大園・上大園・上原・安野・塚

崎・津曲・水窪 

 

 

宮富校区 

 

 

宮下川南・宮下川北・富山 

 

 


